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ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報　
５６

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報
５６

能
登
半
島
地
震
や
東
日
本
大
震

災
の
よ
う
な
大
規
模
広
域
災
害
時

に
は
、
全
て
の
倒
壊
現
場
に
行
政

の
救
助
隊
が
速
や
か
に
到
着
す
る

と
こ
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
重
要
に
な
る
の
が
、

地
域
の
人
や
近
隣
の
人
が
協
力
し

合
う「
共
助
」で
す
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
地
震
に
よ
っ
て
倒

壊
し
た
建
物
か
ら
救
出
さ
れ
生
き

延
び
る
こ
と
が
で
き
た
人
の
約
８

割
が
、
家
族
や
近
隣
の
住
民
に
よ

る「
共
助
」に
よ
り
救
出
さ
れ
た
と

い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

◇
救
助
に
有
効
な「
バ
ー
ル
」

　

倒
壊
し
た
建
物
で
下
敷
き
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
方
を
救
出
す
る
際

に
有
効
な
道
具
の
ひ
と
つ
が
「
バ

ー
ル
」
で
す
。
女
性
・
高
齢
者
の

方
で
も
、
て
こ
の
原
理
で
効
率
よ

く
使
う
こ
と
が
で
き
、
素
手
で
は

動
か
せ
な
い
瓦
礫
な
ど
も
バ
ー
ル

を
使
え
ば
動
か
せ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
被
災
し
て
か
ら
７２
時
間
が

経
過
す
る
と
生
存
率
が
大
幅
に
低

下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
行

政
に
よ
る
救
助
が
到
着
す
る
ま
で

の
時
間
に「
共
助
」に
よ
り
救
出
す

る
際
に
有
効
な
道
具
で
す
。
自
主

防
災
組
織
や
自
治
会
で
準
備
し
て

お
く
こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。

（
第
５６
回
・
終
わ
り
）

の
重
要
性

の
重
要
性

『
共
助
』の
重
要
性

『
共
助
』の
重
要
性

詳細は村ホームページをご覧になるか
役場総務課までお問合せください。

※ページ構成上募集がない月もあります。

広報みほに広告を掲載しませんか

お知らせお知らせ
公共機関等の電話番号はお知らせの
最終ページに掲載しています。
公共機関等の電話番号はお知らせの
最終ページに掲載しています。

固
因
子
障
害
等
医
療
受
給
者
証

の
い
ず
れ
か
一
つ

・
新
規
・
口
座
変
更
の
場
合
は
振

込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

◇
申
請
受
付
期
間（
３
月
支
給
分
）

　

２
月
１
日（
木
）〜
２９
日（
木
）

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
支
援
額　

月
額
３
０
０
０
円

※

支
給
月
の
末
日
ま
で
に
、
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
せ　

役
場
福
祉
介

護
課

◇
移
転
日　

３
月
１
日（
金
）午

前
１０
時
オ
ー
プ
ン

◇
移
転
先　

つ
く
ば
市
吾
妻
１

－

７

－

１
ト
ナ
リ
エ
ク
レ
オ
４
階

◇
問
合
せ　

つ
く
ば
献
血
ル
ー
ム

☎
０
１
２
０

－

２
９
８

－

１
０
２

落
語
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
！

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◇
日
時　

３
月
３
日（
日
）午
後
１

時
３０
分
か
ら

◇
場
所　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

◇
出
演　

好
文
亭
梅
朝

◇
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
９

－

８
８
６

－

０
２
９
１

　

村
で
は
、
難
病
患
者
の
方
に
対

し「
難
病
患
者
支
援
費
」を
年
２
回

支
給
（
４
〜
９
月
分
を
９
月
支
給

・
１０
〜
３
月
分
を
３
月
支
給
）
し

て
い
ま
す
。
申
請
手
続
き
は
そ
の

都
度
必
要
で
す
の
で
、
支
給
の
対

象
と
な
る
方
は
、
申
請
期
間
中
に

役
場
福
祉
介
護
課
で
次
の
と
お
り

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
支
給
対
象
者　

次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
方

・
村
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
、
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
受
給
者
証
、
先
天
性
血
液
凝

固
因
子
障
害
等
医
療
受
給
者
証

の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て

い
る
こ
と
。

※

受
給
者
証
の
交
付
等
に
つ
い
て

は
、
竜
ケ
崎
保
健
所
健
康
増
進

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
の
施
設

に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

・
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
、
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
受
給
者
証
、
先
天
性
血
液
凝

（広告欄）

難
病
患
者
支
援
費
の

ご
案
内（
３
月
支
給
分
）

つ
く
ば
献
血
ル
ー
ム

移
転
の
お
知
ら
せ

梅
朝
基
礎
落
語

村では、定住人口の増加促進と活力あるまちづくりの推進を図るため、「美浦村定住促進条例」を制定
し、村内に取得した新築住宅または中古住宅に継続して居住される方に、住んでいる家とその敷地に課
税される固定資産税相当額を基本とする定住促進奨励金を交付しています。この奨励金の申請期間につ
いては、当該課税年度の固定資産税を完納した時点から年度末３月３１日の間です。

■問合せ　企画財政課　☎０２９－８８５－０３４０（内）２０７

対象となる住宅は？

今年度の申請は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  が対象です「平成３０年１月２日から令和５年１月１日までに住宅を取得した方」

美浦村定住促進奨励金制度
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・美浦村や霞ケ浦の魅力を「体感できる」「楽しんでいただける」
「懐かしんでいただける」商品
・地域産業の振興に繋がる要素をもつ商品
・美浦村で生産・製造・加工されているもの、村内の原料を使用

しているもののいずれかに該当する商品
・村のＰＲにつながる商品やサービスを提供できる商品
・品質および数量の面で安定供給が見込める商品（ただし期間限

定・数量限定で供給可能なものは可）

◎ 募集する返礼品 ・・・次のいずれかの要件を満たす商品

　平成２０年度からスタートしたふるさと納税制度。美
浦村が寄附者にお贈りする返礼品は、全国の皆さまか
ら大変ご好評をいただいております。
　この返礼品について、ご協力いただける事業者を随
時募集しています。返礼品を通して美浦村をＰＲする
とともに、あなたの自慢の商品を全国にアピールする
絶好の機会です。ぜひ、ご検討をお願いいたします。

※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。

美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！

■問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０７

家
事
も
仕
事
も
一
旦
忘
れ
朝
寝
朝
酒
松
の
内　
　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

喜
寿
の
門
出
に
新
た
な
誓
い
趣
味
で
元
気
に
次
米
寿　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

門
に
入
り
日
が
射
し
込
む
頃
に
目
覚
め
実
家
で
寝
正
月　
　
　
　

井
戸
賀
龢
道

俚
謡
で
新
年
掲
げ
た
お
題
平
和
願
っ
て
門
の
松　
　
　
　
　
　

   
上
野
八
千
代

令
和
六
年
す
が
し
く
迎
え
無
病
息
災
松
飾
り　
　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

無
病
息
災
七
草
粥
で
祝
う
門
出
に
背
中
押
す　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

松
に
せ
ん
り
ょ
う
は
ぼ
た
ん
活
け
て
鶴
の
水
引
き
添
え
て
映
え　

木
村
幸
子

今
年
こ
そ
わ
も
ま
ず
飲
む
酒
に
酔
う
て
浮
き
浮
き
松
の
内　
　
　

篠
原
美
千
代

あ
の
日
残
っ
た
奇
跡
の
松
の
繋
ぐ
遺
伝
子
未
来
ま
で　
　
　
　
　

関
根
秀
子

自
作
自
慢
の
ミ
ニ
門
松
で
祝
う
令
和
の
辰
の
春　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

大
き
門
松
呑
み
込
む
津
波
龍
も
泣
い
て
る
お
正
月　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

孫
の
門
出
に
レ
シ
ピ
を
贈
る
一
人
暮
し
も
も
う
間
近　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

襲
う
団
欒
松
さ
え
倒
す
恨
む
当
て
な
い
能
登
地
震　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

揺
れ
る
大
地
が
命
を
奪
い
す
べ
て
破
壊
し
能
登
地
震　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

松
の
飾
り
も
瓦
礫
に
埋
る
能
登
の
激
震
命
あ
れ　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

夢
を
語
っ
て
会
話
が
弾
み
笑
顔
溢
れ
た
松
の
内　
　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

能
登
は
地
震
で
生
き
る
か
死
ぬ
か
だ
か
ら
お
し
ま
い
松
飾
り　
　

山
崎
笑
子

雨
の
鹿
島
の
鳥
居
の
門
で
か
す
む
拝
殿
お
が
む
母　
　
　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

　
　
　

台
本
の
な
き
人
生
や
年
明
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

か
ま
き
り
の
か
ま
振
り
あ
げ
て
果
て
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

お
か
だ
い
ら
教
授
も
我
も
辰
生
ま
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

冬
日
差
す
部
屋
の
隅
に
埃
舞
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

ひ
た
走
る
目
当
て
の
船
宿
金
目
鯛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
佐
恵

皆
い
き
い
き
と
あ
つ
ま
れ
し
初
句
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

初
春
の
龍
の
た
め
息
能
登
激
震　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

参
道
に
足
跡
も
な
し
初
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

元
日
や
ふ
る
さ
と
揺
ら
す
大
地
震　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

双
六
の
上
り
は
ロ
ー
マ
絹
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

寝
て
い
て
も
メ
ー
ル
で
届
く
初
日
の
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

窓
開
き
心
澄
ま
せ
し
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

羽
子
板
や
古
い
箪
笥
の
引
き
出
し
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
﨑
典
子

政
治
家
を
ゆ
り
直
す
ら
ん
日
の
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子

一
月
の
俳
句
（
題　
当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　
日
和
吟
社　
字
結
び
「
門
・
松
」

（広告欄）

子
ど
も
た
ち
の
体
操
・
新
体
操
の

演
技
発
表
を
真
ん
中
に
、
地
域
に

体
操
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
保
護

者
と
指
導
者
が
一
丸
と
な
っ
て
開

催
し
ま
す
。

　

賛
助
出
演
は
、
日
本
ウ
ェ
ル
ネ

ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
男
子
新
体
操
部

で
す
。
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ク
な
迫
力

あ
る
演
技
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

今
年
は
一
般
の
方
も
制
限
な
く

ご
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
日
時　

３
月
１７
日（
日
）午
後
１

時
３０
分
開
演

◇
会
場　

美
浦
中
学
校
体
育
館

◇
問
合
せ　

体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
事
務
局
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

７
７
７
１

今
年
度
の
家
族
介
護
教
室
は
、

講
師
に
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の

北
川
裕
也
先
生
を
お
招
き
し
、
介

護
用
品
の
紹
介
や
介
護
用
品
の
使

い
方
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
日
時　

３
月
１４
日（
木
）午
後

２
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◇
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
対
象　

美
浦
村
在
住
・
在
勤
の

　

方
で
、
家
族
介
護
者
や
介
護
に

興
味
の
あ
る
方

◇
内
容　

演
題
「
介
護
用
品
っ
て

　

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
」

◇
参
加
費　

無
料

◇
定
員

３０
名
（
事
前
申
込
制
、

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

美
浦
村
社
会

福
祉
協
議
会
☎
０
２
９

－
８
８

５

－

０
０
３
８

児
童
館
で
は
、
小
学
校
の
放
課

後
に
大
谷
時
計
台
児
童
館
・
木
原

城
山
児
童
館
・
安
中
小
学
校
で
開

設
し
て
い
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
の
令
和
６
年
度
入
会
児
童
を

募
集
し
ま
す
。

◇
対
象
児
童　

仕
事
や
病
気
等
、

保
護
者
の
事
情
に
よ
り
放
課
後

家
庭
に
お
い
て
健
全
な
育
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
小
学

１
〜
６
年
生

◇
利
用
時
間　

放
課
後
か
ら
保
護

者
が
迎
え
に
来
ら
れ
る
時
間
ま

で
（
最
長
で
午
後
６
時
４５
分
ま

で
の
予
定
）

◇
申
込
方
法　

各
児
童
館
で
配
布

し
て
い
る「
入
会
申
請
書
」と
家

庭
状
況
に
応
じ
た
「
各
種
証
明

書
」用
紙（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
、
加

入
を
希
望
す
る
児
童
館
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※

安
中
小
学
校
で
開
設
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
安
中
学

区
児
童
ク
ラ
ブ
」
へ
の
加
入
を

希
望
す
る
場
合
は
、
大
谷
時
計

台
児
童
館
に
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
間　

２
月
２６
日（
月
）〜

３
月
１
日（
金
）午
前
１０
時
〜
午

後
６
時
４５
分

※

土
・
日
を
除
き
ま
す
。

◇
問
合
せ　

大
谷
時
計
台
児
童
館
、

木
原
城
山
児
童
館

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
茨
城
県
退
職
公
務
員
連
盟
稲
敷

支
部（
美
浦
班
）様　

玄
米
３０
㎏

　
タ
オ
ル
他
日
用
品

○
日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル

メ
ン
ツ
合
同
会
社
様　

食
料
品

○（
株
）橋
本
ブ
ラ
シ
製
作
所
様　

使
用
済
切
手

○
ト
ー
ヤ
ク
株
式
会
社
様　

使
用

済
切
手

○
匿
名（
３
名
）
衣
類
、
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
、
玄
米
３０
㎏　

◇
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ジ
ョ
イ
ナ
ス
み
ほ

体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

家
族
介
護
教
室

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集

善　
　

意

屋外防災行政無線の
試験放送を行います
屋外防災行政無線の
試験放送を行います
屋外防災行政無線の
試験放送を行います
新しい音声の調整のため、次の日程で
試験放送を実施いたします。
ご迷惑おかけいたしますが、ご理解の
ほどよろしくお願いいたします

２月２８日２月２８日（水）実施日実施日

範　囲範　囲 村内全域村内全域
※美浦トレーニング・
　センター方面は除く

時　間時　間 午後１時３午後１時３０分～

◇問合せ◇問合せ
役場生活安全課☎０２９－８８５－０３４０役場生活安全課☎０２９－８８５－０３４０

内　容内　容『これは試験放送です』
から始まる放送を複数
回放送します

『これは試験放送です』
から始まる放送を複数
回放送します

水水水））））

ニング・ニング・
面は除く

分～分分～
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む ら の 話 題 地域の話題をお待ちしています
■総務課・広報係☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

江戸崎総合高校による出前授業を実施

美浦村消防出初式

各地区で防災訓練を実施小学生が茅葺き替えを見学

放送内容が聞き取りにくかった場合、音
声で放送内容を確認できます。

防災行政無線の放送内容の
自動電話案内サービス

☎０２９－８８５－００１０☎０２９－８８５－００１０

災害等に関する緊急情報等を
メールで受け取ることができ
ます。ホームページか、右の
ＱＲコードから登録できます。

美浦村防災メール

公共機関等お問合せ一覧
美 浦 村 役 場
みほふれ愛プラザ
子育て支援センター
中 央 公 民 館
中央公民館図書室
文 化 財 セ ン タ ー
光 と 風 の 丘 公 園
保 健 セ ン タ ー
美浦水処理センター
大谷時計台児童館
木 原 城 山 児 童 館
大 谷 保 育 所
木 原 保 育 所
社 会 福 祉 協 議 会
デイサービスセンター
老人福祉センター
シルバー人材センター
消費生活センター
美 浦 村 商 工 会

☎０２９－８８５－０３４０
☎０２９－８８５－６５１１
同上プラザ内
☎０２９－８８５－４４５１
☎０２９－８８５－８４４２
☎０２９－８８６－０２９１
☎０２９－８８５－６７１１
☎０２９－８８５－１８８９
☎０２９－８８５－０７２０
☎０２９－８８５－０５９７
☎０２９－８８５－１０６４
☎０２９－８８５－１５４９
☎０２９－８８５－４４８８
☎０２９－８８５－００３８
☎０２９－８８５－８８８５
☎０２９－８８５－７０８０
☎０２９－８８６－０００７
☎０２９－８８５－７１４１
☎０２９－８８５－２２５０

各種相談

平日、住民課窓口に来られない方へ
◎住民課窓口時間延長
毎月第２・第４水曜日の午後５時１５分～７時に実施します。

▼２月・３月の実施日 ２月１４日・２８日、３月１３日・２７日

▼取扱業務　各種証明書の発行、印鑑登録、パスポートの交付、
戸籍届書の預かり、マイナンバー（個人番号）カードの交付、

　電子証明書の更新
※転入・転出・転居等の住民登録業務は取扱いできません。
◎住民票の写し・印鑑登録証明書の休日交付（電話予約）
事前に平日・午前８時３０分～午後５時までに電話予約をい
ただくと、土・日・祝日に証明書を受け取ることができます。

※ご予約の際は証明書を受け取りにくる方がお電話ください。
◎マイナンバーカードの休日交付申請サポート（電話予約）
村内在住の方を対象に、写真撮影から申請をサポートします。

▼２月・３月の実施日時　２月１１日（日）・３月１０日（日）
　午前８時３０分～午後０時３０分
※出来上がったマイナンバーカードは原則郵送します。
※初めての申請の方は、無料で発行できます。　
◇問合せ　役場住民課

みんなの人権
１１０番

子どもの人権
１１０番

☎０５７０－００３－１１０
さまざまな人権問題に関する相談

※平日午前８時３０分～午後５時１５分

※平日午前８時３０分～午後５時１５分

※平日午前８時３０分～午後５時１５分

☎０１２０－００７－１１０
いじめ・虐待など子どもの人権相談（通話無料）

女性の人権
ホットライン ☎０５７０－０７０－８１０

セクハラ・家庭内暴力など女性の人権相談

インターネット
人権相談 https://www.jinken.go.jp/

様々な人権問題に関するインターネット人権相談

個別健康
サポート相談
（要予約）

健康づくりについてお気軽にご相談ください。
日時 ３月６日（水）午前９時３０分～
　　　※一人１時間程度
申込・会場 保健センター☎０２９－８８５－１８８９

障がい者
相談

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等何でもご相
談に応じます。

（予約不要）
日時 ２月５日（月）、３月２５日（月）
　　　午後１時～３時
会場 みほふれ愛プラザ

行政相談 国の仕事のことなどで困ったときはご相談ください。

（予約不要）
日時 ２月２２日（木）午前１０時～正午
会場 役場１階会議室

ＦＡＸ

教育相談

学校生活、子育てなどで悩みがあるときはご相談ください。

▼電話相談・来所相談・訪問相談
開所時間 月～金曜日※祝日を除く
　　　　　午前９時～午後５時
相談・予約 光と風の丘公園クラブハウス内
☎・ ０２９－８８５－７７８８

美浦村教育相談
センター

弁護士による
法律相談

心配ごと
相談

申込 社会福祉協議会☎０２９－８８５－００３８
会場 老人福祉センター☎０２９－８８５－７０８０

美浦村社会福祉
協議会主催

日時　３月２５日（月）午後１時３０分～４時

※予約は相談日前週金曜日の午後５時まで

日時 ３月４日（月）、１８日（月）
　　　午後１時～３時

※３月１日（金）午前８時３０分より申込受付

２月の納税
納期限は２月２９日（木）です。

（４期）
（８期）
（８期）
（８期）

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

住宅用火災警報器を
設置しましょう！

設置義務です！設置義務です！設置義務です！設置義務です！


	13
	14
	15

